
１．病      名
Tetrahedral Baculovirosis
Baculovirus penaei 感染症

２．病  原  体 Baculovirus penaei　（BP）

a)　分  類

バキュロウイルス科(Baculoviridae)

ヌクレオポリヘドロウイルス属(Nucleopolyhedrovirus) 暫定的分類
1)

種名：BP (Baculovirus penaei) or PvSNPV
2)

b)　形  態 大きさ　短径56～87 nm　長径286～337 nm、円筒形、エンベロープあり

c)  特  徴
DNAウイルス（dsDNA）
DNAの大きさ：127,011 bp
20種のウイルスタンパク質：分子量18〜128 Kda

３．地理的分
布

・アメリカ
・ハワイ
（アメリカからアジアやインド洋・西太平洋地域への度重なるエビの導入にも関わらず，これまで東半球

からの報告はない。）
 3-5)

４．宿　　主

・Penaeus属（Litopenaeus,Farfantepenaeus,Fenneropenaeus,Melicertus, Penaeus亜属）
・Trachypenaeus属

・Protrachypene属
5)-11)

・Penaeus属の全ての種が感受性を有する可能性有り
5), 11), 12)

５．発生情報
a)  潜伏期間 -

b)  キャリアー
Penaeid属では普通に潜伏感染が起こる。強感染した野生のバナメイ雌から，産卵時にウイルスを含ん

だ排出された糞便により卵が汚染され次世代に感染する
5, 13)

・上記以外の野生水産生物でのキャリアーは知られていない。

c)  感染経路
・水平感染（共食い，感染した糞やウイルスで汚染された底生物の摂食，ウイルスによる環境水の汚染

5,

13), 14)

d)  ベクター
・バナメイエビによる実験感染ではウイルスで汚染されたシオミズツボワムシやアルテミアによる感染が

報告されている 
14), 15)

e)  蔓延状況（死
亡率、罹患率な
ど）

・野生では1 %以下だが，養殖の幼生のタンクや稚エビの池では感染率が100 %に達することがある。
5),

16)

f)  感染ステージ

・感染実験では卵とノープリウス期を除く幼生期（特にprotozoea やmysis期）およびポストラーバで感染

しやすく，高い死亡率をもたらす
14), 15), 19)-22)

・稚エビや成体では感染しても死亡率は低いが，成長が阻害される
5), 11), 23)

g)  感染要因 -

６．症　　状

a)  臨床症状
・特徴的外観症状なし。
・重度の感染個体の剖検では中腸（いわゆる腸管）が白濁することが多いが感染が軽度の場合は何も
剖検所見がないのが普通である。

b)  組織検査 ・三角形（四面体）で，HE染色で薄い赤色に染まる包埋体が肝膵臓上皮細胞の核内に認められる。
・包埋体は一つの核内に複数個認められることも多い。
・グラム染色では包埋体がより強く染まり，鑑別しやすい。・クロマチンの減少やmargination，単体時には
複数のエオシンに良く染まる封入体を伴う特徴的な核の肥大が肝膵臓組織で認められる
3), 5)

７．検  査  法

a)  標的器官 ・肝膵臓の上皮細胞が最も感染しやすい。中腸（腸管）前半部の上皮細胞にも感染する
5), 13), 16)-18), 24)

b) 簡易検査法

・ウェットマウント：肝膵臓や糞の生鮮押しつぶし標本を顕鏡し，0.1～20μm(高さ8μm)の三角形（四面

体）の包埋体を見る
 5), 3), 23)

・上記において，0.001 %のフロキシンを含む海水を加えて押しつぶし，490 nmの励起光で観察すると包

埋体は黄緑色の蛍光を発する
 3), 5)

c) サーベーラン PCR

d)  確定診断 ・病理組織，電顕，in situ ハイブリダイゼーション
5), 25)

PCR，シーケンス

培養細胞/分離
培地

-

プロファイルリスト

（参考）ウイルス分離



培養条件 -

CPE/コロニー性
状

-

その他 ポリクロ使用による抗原検査はあるが，通常診断には向かない
5)

（参考）PCR
DNA 抽出法 市販のDNA抽出キット

プライマー、産物
サイズ

1.PCR
13)

　:
BPA :  5’-GAT-CTG-CAA-GAG-GAC-AAA-CC-3’
BPB :  5’-ATC-GCT-AAG-CTC-TGG-CAT-CC-3’
BPD :  5’-TGT-TCT-CAG-CCA-ATA-CAT-CG-3’
BPE :  5’-TAC-ATC-TTG-GAT-GCC-TCT-GC-3’
BPF :  5’-TAC-CCT-GCA-TTC-CTT-GTC-GC-3’
BPG :  5’-ATC-CTG-TTT-CCA-AGC-TCT-GC-3’

BPA/BPF:196bp; BPA/BPB:560bp; BPA/BPG:933bp; BPD/BPB:207bp; BPD/BPG:580bp;
BPE/BPG:221bp

2.PCR
2)
　:BP polyhedrin gene

6581 :  5’-TGT-AGC-AGC-AGA-GAA-GAG-3’
6582 :  5’-CAC-TAA-GCC-TAT-CTC-CAG-3’
    644 bp

プロトコル

1.PCR
26)

2.PCR
2)

1. 2. ともに、PCRプログラムは同じ。
 95℃ 5分
 95℃ 30秒、 60℃ 30秒、72℃ 60秒　（ｘ 35 サイクル）
 72℃ 7分

８．対　　　策

a) 殺菌・滅菌方
法 低pH，熱，UV照射

8)

b) ワクチン -

c) その他 -

９．発生事例
・ハワイを含む南北アメリカで発生、
1995年に原因ウイルスを特定

10．その他
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